特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年10月03日　480号

イノシシ防護柵の設置28日　19人の参加で完成　500ｍ分　　里山農園 獣被害からの防御整う。　4年前から谷あいの入口部分とそこから200ｍほど入り込んだところまで激しく生い茂っていた笹竹の密集地を刈り取り、長年放置されてきた休耕田の整地ができました。するとイノシシの進入がひどくなり防御柵なしには栽培が不可能で、今回里山の会の総力を挙げた防護柵設置が完成しました。周囲には捕獲用檻が設置されていますが成功していません。防護柵と除草や草刈りを併用しないと防御できないと思われます。これからが勝負でしょう。午前中で完成予定でしたが午後にも作業いただくことになりました。皆さんに大変お世話になりました。有難うございました。また急遽おいしいカレーを準備いただいた芳川、播川、小川、森さん有難うございました。
温暖化防止活動推進委員の研修会　29日
北部会場・綾部市に参加しました。ここでは京都地方気象台の調査官・新井眞氏から観測結果に基づいて気温の変化が説明されました。真冬日は減少している。最低気温も確実に上昇している。とのことでした。次に京都府農林水産技術センター海洋調査部の戸嶋孝氏からも舞鶴と日本海や東シナ海の水温は確実に上がっていること、そして最低温度も上昇しているとの話がされ、中国の沿岸部分で生育していたエチゼンクラゲに見られる南方系の魚が増加傾向との事でした。次に丹後農業研究所所長の河瀬弘一氏からコメの白未熟米について解説がありました。夜間の温度が上がると稲は休息が出来ず昼間と同じ呼吸となり昼間光合成で作った養分が実に蓄積されず消費されるとの解説でした。
認定ＮＰＯ資格獲得のための動き　　京都府ＮＰＯセンターを訪ねる。　　9月30日
深田三郎理事長と山村常務理事が京都府のＮＰＯセンターに出かけて、念願の認定ＮＰＯ資格を獲得するためのスケジュールの説明を受けるために訪ねました。認定ＮＰＯ資格を得ることが出来れば寄付いただいた方々に対して寄付額の約50％の還元金が還付されることになります。寄付をした人に少し有利な仕組みが提供できることになります。頑張ればこの制度を使って寄付金を集めやすくなるのです。そのための二つの条件のうち1つをクリアする必要があります。①１年間20％以上の寄付金で運営していること。②年間3000円の寄付をする人を100人、毎年獲得していることのクリアが条件にされています。その他のステップもありますが事務処理でしのげるのではないかと思っています。会員各位には②の項の寄付金3000円をいただける皆さんをぜひご紹介ください。よろしくお願いします。
炭焼き釜の雨天対策　
屋根の設置　着工日　10月13日(日曜日）午前9時30分よりと決定。　　
13年の炭焼き体験では降り続く雨のために炭窯周辺の足場がぬかるみ、又原木伐採や運び出しの足場が緩んで危険性があって延期中止ということに追い込まれ、平日に事務局会議出席者有志による窯出し作業という事態に陥りました。このままでは予定通りに取り組むことが出来なくなるので、なんとしても雨対策として屋根の設置が緊急対策として13年度には実現しようということになり、地主の南さんも快く了解していただき、京都府の地域力再生プロジエクト事業交付金の補助を受けることが出来ました。いよいよ長年の希望を達成する日が訪れてきました。炭窯屋根設置の着工日が決定しました。ここを拠点に普賢寺地域での野外活動の大きな施設が整います。炭焼きだけでなく　ハイキングコースや農村風景としてのポイントでもあり植物調査や昆虫調査など思わぬ降雨にも雨宿りができて少し安心して野外活動に取り組めるなど利用幅が膨らみます。皆さんの活用が期待されます。
会誌35号の製本発行日　　10月25日と決定　　このままでは原稿の集まりが心配　　再度寄稿を呼び掛けます　
今回で35号の会誌発行を迎えました。これまで会員諸氏の協力によって継続発行が続けられてきました。これまで24回の発行中で今回の原稿の集まりが弱くなっています。継続発行のために皆さんの寄稿をお願いします。最終印刷原稿の仕上げを10日として編集しています。印刷日を21日22日の二日間でやり上げ25日の製本発行に漕ぎつけたいと予定しています。この時期は各種の展示会や発表会が集中してポスターや資料の製作も同時に進めなければなりません。里山の会としては年間で最も忙しい期間になります。この時期に会誌発行の原稿集めというもっとも初歩的な分野での困難は大変つらいところです。仲間の広場への寄稿をぜひお願いします。また各イベントへの感想文などもお寄せいただきますようお願いします。
9月度での収支報告　　　2013年度の会計報告(9月)では収入961141円　支出1178788円で217647円の赤字となりました。里山農園の成果物の普及活動では11万円近くの大きな成果が見られます。しかし基本的な会費納入では50人弱の未納入者が存在しています。また会員数は240人で年度当初の264人から24人の後退となっています。また、今年度は出版物など成果物の普及に力らを尽くそうと決定していますが、15500円の普及にとどまっています。会員の拡大と出版物の普及にご協力をお願いします。
10月以降の主な取り組み
10月5日　木津川一斉水調査
10月6日　城南衛管　環境祭り
10月9日　大阪ＯＭＭ　河川環境総合研究会
10月12日　つるかごつくり
10月13日　炭焼き釜屋根設置工事着工日
10月16日　京都弁護士会　
司法修習生現地学習会
10月19日　城陽市緑化祭り前日準備
10月20日　城陽市緑化祭り
10月25日　会誌35号製本作業
11月1日　京田辺市市民文化祭前日準備
11月2・3日　京田辺市民文化祭　
11月9・10日　セセラギ祭り
11月16・17日　
大阪自然史博物館バードフエスタ
11月17日　京田辺市環境フエスタ　　産業祭
11月23日　近畿子どもの水辺交流会　大津
11月24日　府山城地域交流会　文パル
12月7日　ミカン農家への収穫ボランティア
12月14・15日　府環境フエスタ　竹田








